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ニュースリリース
立命館アジア太平洋大学
2020年2月14日 配信 APUリリース 2019-62

ジャパンファウンデーションがAPUと26日間の研修を共催
インドネシア派遣前の日本語指導者が全国からAPUに集う

【期間】2020年2月17日（月）～3月13日（金）
【場所】立命館アジア太平洋大学

APUと独立行政法人国際交流基金(ジャパンファウンデーション）はAPUと共同開催で、インドネシ
アへ派遣する日本語指導者「日本語パートナーズ」の育成のための派遣前研修をAPUで行います。
これは2015年３月に政府より地方自治体に「政府機能の地方移転」が提起され、大分県が「日本語
国際センター」の一部の研修を受け入れることになったことによりAPUで実施しているもので、
2017年度、2018年度に続いて３回目の実施となります。

インドネシアへ派遣される85名の研修参加者には、APU大学推薦枠による８名のAPU在学生を含み、
年齢も様々に全国から集まります。研修生は期間中APハウスに宿泊し、ライブラリーやジムなどの
学生施設を利用できます。研修指導には、APU教員のほかに京都大学、大阪大学、外務省からなど、
多様な講師陣を予定しており、研修内容には、日本語指導法以外にも、インドネシア語や現地での教
育事情、歴史についてなどを含み、インドネシアでの生活や活動に必要な知識の習得を目指します。

APUでは、この「日本語パートナーズ」派遣事業へ積極的に学生を
推薦しており、学生が国際交流基金より派遣者として採用された
場合は、現地での活動を正課として認め、単位を付与しています。

【概要】
期間:2020年2月17日（月）～3月13日（金）
場所:立命館アジア太平洋大学

（研修生の宿泊は2/16-3/14、国際教育学生寮 APハウス）
対象:インドネシアへ派遣される日本語指導者（日本各地より集まります）
主催:独立行政法人国際交流基金（APUは研修共催者）
派遣期間:2020年7月・８月～2021年１月・２月（派遣者により期間が異なる）

【おすすめのプログラム】
①2月17日（月）9:00～12:00 オリエンテーション（H棟２階 H202教室予定）

大分県や別府市の出席者及びAPU副学⾧が挨拶予定、参加者の自己紹介など。
②2月25日（火）16:30～17:20 APU生との国際交流（A棟２階 コンベンションホール）

日本語学習中のAPU国際学生（インドネシアだけでなく多国籍な構成）との交流を行います。

取材をご希望の方は事前にご連絡をお願いいたします。
その他詳細スケジュールについてはお問い合わせください。


